
7月15日(月)午後1時30分から5時まで

ピンクちらしなど違法広告物の一斉撤去を実施

市
で
は
、
ピ

ン
ク
ち
ら
し
な

ど

の
違
法
広

告
物

の
な

い
き
れ
い
な

街

づ
く
り
を
め
ざ
し

て

い
ま
す
。

千

葉
県
屋
外

広
告

物
条
例
が
改

正

さ
れ
、
７
月
１
日

か
ら
違
反

者

に
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
が
科

せ

ら
れ

る
よ
う

に
な
り

ま
し

た

。

こ

れ
を
機
会
に

、
警

察
・
鉄
道
会

社
・
東
京
電
力
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
や
市
民

の
皆

さ
ん
と
協
力
し

て
、
主
な
駅

の
周

辺
や
幹
線
道
路
の
電
柱
・
街

路
灯

な
ど
に
掲
示

さ
れ
て
い
る
違

法

な
屋
外

広
告
物
、
公

衆
電
話
ボ

ッ
ク
ス
の
ち
ら
し
な
ど
を
一
斉
に

撤
去
す

る
こ
と

に
な
り
ま
し
た

。

今

後
も
違
法
広
告
物
の
な
い
街

づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力

を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

圓
建
設
局
企
画
調

整
室
・
女
性
セ

ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど
｛
‥一
6
4・
8
7

7
8
番

ピ

ン

ク

ち

ら

し

投

入

拒

否

ス

テ

ッ

カ

ー

を

配

布

い

か

が

わ
し

い

ピ

ン

ク

ち

ら
し

を

ポ
ス

ト

に

投
入

さ

れ
な
い

た

め
に

は

、「
い

り

ま

せ

ん

」
と

い

う

意

思

表

示
が
大
切
で

す
。
投
入
拒

否

ス
テ
ッ

カ
ー
を

作
成
し

ま
し

た

の

で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

配

布
場
所
各

支
所
・
市
役
所

受

付

・

安

全

課
・
少
年
セ

ン

タ
ー

瓸

す
ぐ
や
る
課

ユ
ニ
2
1

●
広
報
ま
つ
ど
は
新
聞
折
り
込
み
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

７
月
1
5
日
は
新
聞
休
刊
日
の
た
め
、
広
報
ま
つ
ど
７
月
1
5

日
号
は
1
4日
に
折
り
込
み
ま
し
た
。

●
新
聞
の
宅
配
を
受
け
て

い
な
い
人
は
、
広
報
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

吩戸警察署 松戸東警察署 松戸市防ｉ 協会連合会 」

７
月
１
日

か
ら
、
支
所
機
能
充
実
の
一
環
と
し

て

新
松
戸
支
所
と
六
実
支
所
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
、

テ
レ
ビ
電
話
を
導
入
し
ま
し
た
。
従
来
市
役
所
に

行
か
な
け
れ
ば
で
き
な
か
っ
た
国
民
年
金
と
国
民

健
康
保
険
の
諸
業
務
も
、
テ
レ
ビ
電
話
を
使
っ
て

手
続
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
電
話
で
は
、
画
面
に
国
民
年
金
・
国
民

健
康
保
険
課
の
職
員
が
映
り
、
手
続
き
に
必
要
な

事
柄
な
ど
に
つ

い
て
丁
寧
に
説
明
し
ま
す
。
ま
た
・

必
要
な
書
類
を
テ
レ
ビ
の
画
面
に
拡
大
し
て

映
す

こ

と
も
で
き
る
の
で

、
書
類
等
の
細
部
ま
で
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
支
所
の
職
員
も
同
席
し

ま
す
の
で
。
機
器
の
操
作
は
心
配
い
り
ま
せ
ん
。

市
役
所
ま
で
出
向
か
な
く
て
も
簡
単
に
手
続
き

が
で
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

夏

地
域

振
興

課

皆さんの支所が

もっと身近に、便利に

!
新松戸支所と六実支所をモデルケースに

テレビ電話を導入しました

国
民
健

康
保
険
業

務

①
療
養
費
申
請
受
付
事
務

⑤
高
額
療
養
費
申
請
受
付
事
務

③

特
別
療
養
費
申
請
受
付
事
務

④
は
り
、
き
ゅ
う
等
利
用
券
の
交

付
事
務

⑤
乳
児
給
付
付
加
金
申
請
（

市
外

受
診
）
受
付
事
務

⑥
保
険
料
（
税
）
の
徴
収
相
談

⑦
保
養
施
設
の
あ
っ
せ
ん

国
民
年

金
業
務

①
国
民
年
金
未
支
給
年
金
請
求
事

務
②
死
亡
一
時
金
裁
定
請
求
事
務

新たに手続きができる業務

書
類
を
テ
レ
ビ
画
面
に
拡
大
し
て
映

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
内
容
な
ど

も
良
く
分
か
り
ま
す

話
し
相
手
の
顔
が
見
え
る
の
で
安
心

で
き
ま
す
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ピンクちらしはＮＯ!
青少年に有害なﾋﾞﾗやﾁﾗｼ は僵k お断り!

皆さんの席｡説明を聞きながら申請書に記入

書
類
を
写

す
テ
レ

ビ
カ

メ
ラ
。

あ
な
た
の
書

類
を
そ
の
場

で

テ

エ
ッ
ク

ー

あな たを写 す

丶 テレビ カメラ
国
民
年
金
課
や
国
民
健
康
保
険
課
の
職
員
が

笑
顔
で
画
面
に
登
場



小金・馬橋

四

町

会

合

同

開

催

で

盆
踊
り
を
盛
大
に

大

金
平
四

町

会

（
小

金
）

夏

の
風

物

詩
の

盆
踊

り

。
今

年

も

こ

れ

か
ら

の

時
期

、

あ
ち

ら
こ

ち

ら

で
目

に
す

る
光
景
で

す

。

大
金

平

の
四

つ

の
町

会

で

は
、
盆

踊

り
大

会

を

始
め

て
二

十
五

年

に

な

る
の
を
記
念
し
て
、
「
大
金
平
四
町

会

合
同

納

涼

盆

踊

り
大

会

」
を

行

な

い
ま
す
。
日
時
は
８
月
２
日
(
金
)
・
３

日
(
土
)
、
午
後
６
時
か
ら
９
時
3
0
分
ま

で

、
小

金

城
址

子

供

の
遊

び
場

が
会

場

で

す
。
子

ど
も

か
ら

お

年

寄
り

ま

で

十
分

に

楽
し

ん
で
も

ら
え

る
よ

う

着

々

と

準

備

が
進

め

ら

れ

て

い

ま

す

。
ち

な

み

に
、

祭
り

に

出

さ

れ
る

山

車

は
町

会

の
手

作
り

。

久
し

ぶ

り

の
合
同

盆

踊
り

に

み

な

さ
ん
張

り

切今年は盛大に行います

つ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
３
日
(
土
)
午
後
１
時
3
0
分
か

ら
十
五
年

ぶ
り
に
町
会
手
作
り
の
樽

神
輿
も
二
十
人
ほ
ど
の
小
学
生
に
よ

っ
て
担
が
れ
ま
す
。

亘

大
金
平
三
丁
目
町
会
・
五
十
嵐
昔

4
3
・
３
６
７
０
番

復

活

五

年

目

を

迎

え

る

王

子

神

社

の

獅

子

舞

（
馬
橋
）

テ
レ
ビ
・
雑
誌
等
で
子
ど
も
の
頭

を
獅
子
が
か
む
光
景
を
よ
く
目
に
し

ま
す
。
獅
子
舞
は
健
康
除
災
を
願
う

伝
統
あ
る
風
習
で
、
馬
橋
の
王
子
神

社
（
馬
橋
駅
東
口
徒
歩
三
分
）
で
も

獅
子
舞
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

工

子
神
社
の
獅
子
舞
は
、
担

ぎ
手

不
足
や
獅
子
の
老
朽
化
な
ど
で
戦
後

途
絶
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
地

元
の
皆
さ
ん
の
強
い
熱
意
で
復
活
し

て
五
年
目
を
迎
え
ま
す
。

獅
子
は
オ
ス
ー
メ
ス
ー
二
体
で
、
そ

れ
ぞ
れ
重
さ
約
三
十
キ
ロ
の
立
派
な
も

の
。
戦
前
は
毎
年
７
月
2
3日
を

「
獅

子
の
土
用
」
と
呼
び
、
獅
子
舞

が
行

わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
今
年

は
７
月

2
0
日
(
祝
)
の
正
午
、
王
子
神
社
を
出
発

し
周
辺
の
七
町
会
を
王
祭
会

の
メ
ン

バ
ー
と
二
、
三
十
人

の
子
ど
も
た
ち

の
手
に
よ
っ
て
練
り
歩
き
ま
す
。

伝
統
を
間
近
に
見

る
こ
と
の
で
き

ま
つ
ひ
だ

翔
け

新
松
戸
’

（
新

松

戸

）

新
松
戸
ま
つ
り
が
７
月
2
0
日
(
祝
)
・

2
1
日
(
日
)
の
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
９
時

3
0分

ま

で
開

催

さ

れ
ま

す

。

今

年

で
十

回
目

を

数
え

る
こ

の
ま

つ
り

は

、
年

々

盛
大

に

な
り

、

新
松

戸

の
町

づ
く

り

・
ふ

る
さ
と

づ
く
り

の
最
大

の
イ

ベ
ン
ト
と

し
て
成

長
し

、

二

日

間

で
二

十
万

人

を

超
え

る
人
出

が
予

想

さ

れ
、

歩
行

者

大
国

に

な

る

け

や
き

通

り
を

メ

ー
ン

会
場

に

、

隣

接
す

る

新
松

戸

中

央
公

園

、
新

松
戸

市

民

セ

ン

タ

ー
大

ホ

ー
ル

、
松

戸

健

康

セ
ン

タ

ー
駐

車
場

で

多
彩

な

催
し

が
展

開

さ

れ
ま

す

。

歩
行

者
天

国

を
利

用

し

て
2
0
日

に

は

、

ブ
ラ

ス

バ
ン

ド

の

パ
レ

ー
ド

、

か

っ

ぽ
れ

、
阿

波

踊
り

、
神
輿

渡
御

、

2
1
日
に
は
子
供
み
こ
し
、
山
車
パ
レ

ー

ド
、

仮

装

パ
レ

ー

ド
、

よ

さ
こ

い

鳴
子

お

ど

り

、
神

輿
渡

御

が
行

わ

れ

ま

す

。

ま
た

、

新
松

戸

中

央
公

園
で

は

、

防

災

フ
ェ

ア

、
ミ

ニ
ｓ

Ｌ

、
綱

引

き

大

会

、
新

松
戸

お

ど
り

が
催

さ

れ
、

市

民

セ
ン

タ

ー
で

も

、
小

中
学

生

の

舞

台
演

奏

、

カ

ラ
オ

ケ
大

会

、
く

じ

引

き
大

会

、
子

供

映
画

会

、

バ
ン

ド練習にも熱 が入ります（王子神社にて）

る
よ
い
機
会
で
す
の
で
、

ご
覧
く
だ

さ

い
。

亘
王
子
神
社
奉
賛
会

・
伊
原

昔
4
1・

3
2
5
4

番

歩行者天国で行われる恒例の神輿渡御

演
奏
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

今
年
は
、
「
見
る
ま
つ
り
か
ら
参

加
す
る
ま
つ
り
へ
」
を
テ
ー
マ
に
し

て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
、
出
店

参
加
者
も
昨
年
以
上
に
な
る
見
込
み

で
す
。

面
新
松
戸
ま

つ
Ｉ
事
務
局
・
宮
井

登

4
7・
にＸｑ
ｊ
にＪｑ
Ｊ
番

小

金

詩

吟

サ

ー

ク

ル

毎
月
①
第
一
・
三
月
曜
日
、
午
後

１

時

～
３

時

②
第

∇

第
三

土

曜
日

午

後

１

時
～

３
時
　

会
場
小

金

八

坂

神

社
　

費

用

月

二

千

円

（
入

会

金

な
し

）

圃
ハ
ガ
キ
で
、
〒
2
7
0
松
戸
市
小
金
三

八
三

野
刈

家

忠
朗

（

登
4
1
・
2
2
6

5
番

）

へ

松

戸

太

極

拳

毎

週
日

曜

日
午

後

３
時

～
６

時

会
場
馬

橋

市

民
セ

ン

タ

ー
　

対

象
小

学
生
以
上
　
費
用
月
三
千
円
（
入
会

金

二
千

円

）

圓

熊
沢

公
4
1
・
9
4
2
5

番

松
戸
東
警
察
署
柔
道
・
剣
道
グ
ー
フ
フ

柔

道

＝
毎

週
木

曜

日

、
午

後
６

時

か

ら
　

剣

道

＝
毎

週
月

・
金

曜
日

、

午
後
５
時
3
0
分
か
ら
　
会
場
松
戸
東

警

察

署

道

場
　

対

象

小

・
中

学

生

圃

電

話

で

松

戸

車

警
察

署

生
活

安

全
課

昔
4
9・
0
1
1
0

内

線
2
6
2番

へ

催
　
し
　

物

喜
楽
家
2
0
周
年
記
念
チ
ャ
リ
テ
ィ

コ
ン
サ

ー
ト

（
噺

＆
歌
）

８
月
４
日
(
日
)
午
後
１
時
開
演
　
会

場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　費
用
前
売
り
二

千
円
（
小
学
生
以
下
は
千
円
）
、
当

日
売
り
二
千
三
百
円

（
小
学
生
以
ド

千
三
百
円
）

嵳
喜
楽
家

容
4
4・
9
9
5
1
番

言

曜

日
を
除
ぐ
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
）

日
舞

・
民
舞
講

習
会

①
７
月
1
8
日
内
・
2
5
日
(
木
)
、
午
後

２
時
～
５
時
②
７
月
2
8
日
(
日
)
・
８
月

４
日
収
、
午
後
１
時
～
５

時
　
会
場

①
ハ

ケ
崎
巾
民
セ
ン
タ
ー
②
新
松
戸

市
民
セ

ン
タ
ー
　
費
用
一
回
三
百
円

持
ち
物
扇
子
・
手
ぬ
ぐ
い
(
あ
る
人

だ
け
）

圖
松
戸
邦
楽
会
・
藤
間

公
4
2・
2
1

7
1
番

サ
ン

デ

ー
ダ
ン

ス
サ

ー
ク
ル
初
心

者
講

習
会

７
月
2
5
日
～
８
月
2
9
日
の
毎
週
木

曜
日
（
全
六
回
）
、
午
後
７
時
3
0分
～

９
時
　
会
場
青
少
年
会
館
　

費
用
千

円

内
容
ジ
ル
バ
・
ブ
ル
ー
ス

ー
ワ

ル
ツ
　
服
装
男
性

＝
ス
ラ
ッ
ク
ス

ー

ネ
ク
タ
イ

・
革
靴
、
女
性

＝
フ
レ
ア

ス
カ
ー
ト

ー
ヒ
ー
ル
の
あ
る
靴
　
対

象
十
八
歳
以
上
三
十
歳
以
下

の
人

圃
h
a
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
し
て
、

〒
2
7
0
松
戸

市
常
盤
平
西
窪
町
一
一
の
四
四
岡
田

元
子

〔
登
8
7・
9
5
5
4

番

（
夜
間

の
み
）
〕
　ヘ

フ
ラ

ワ

ー
ア

レ
ン
ジ

メ
ン
ト
特
別

講

座①
７
月
2
8
日
(
日
)
②
８
月
2
5
日
(
日
)

各
午
前
1
0時
～
午
後
２
時

会
場
①

市
民
会
館
②
馬
橋
東
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
花
材
二
千
円
　
持
ち
物
ハ
サ

ミ
・
持
ち
帰
り
袋
　
内
容
夏
の
ア
レ

ン
ジ

鑵
フ
ロ
ー

フ
ル

ー
ア
ー
ト
・
花
の
友

の
会
・
阿
部

容
4
9・
0
0
0
8

番

市民により親しまれる支所と市民課

をめざします

各支所と市民課では、職員の意識高揚

わが家の犬・猫の写真コンクール

わが家の愛犬・愛猫を写真や短いコメ

ントで紹介してください。

を図り、さらなる市民サービスの向上に

努めようと、窓口に標語を掲示していま

す。

｢あ な たと私　 力合 わせて　 街づ くり｣

(常盤 平支 所)

｢ わたく した ちはいつ でも笑 顔で応 対 し

ます｣　　　　　　　　　　( 小 金支 所)

｢笑 顔 と真 心　一 声 かけて　 迅速 に｣

(小金 原支 所)

｢シン セリ ティ・ スマイル・スピ ード｣

(六 実支 所)

｢笑 顔・ 親切・ 迅速｣　　　( 馬 橋支所)

｢家 の近 くの小 さな市 役所｣

募集作品応募者

が飼っている犬・

猫の写真（EC 判3

枚まで。すべての

写真の裏に番号と

氏名を記入）と、

しつけ等の飼育に関するコメント(400字

詰め原稿用紙1枚以内) 対象県内在住の

人(プ囗・アマを問いません) 募集期限

８月30日(金)まで

※作品は原則としてお返しできません。

頚(財千葉県動物保護管理協会c043-221-

2364番

(新 松 戸 支 所)

(矢 切 支 所)

(東 部 支 所)

さ わや か窓口｣

(市 民 課)

｢親 切・丁 寧・ 真心｣

｢礼 儀・節 度・意 欲｣

｢よく聴いて　やさしい応対

残 地域 振興課

「 感 動 ・創 造 ・ ス ー パ ー ト ラ イ」

7月20 日 は「勤労 青少年の 日」で す。

慟 く 若 者 が行 動力 を持 っ て21 世 紀

に はば た く可 能性 や 創 造性 の 発 揮 を

願 っ て定 められ た日 で す。

問 商工 観光 課労政 係066 ―7327番

親子・個人市政見学会の参加者募集

市民の皆さんに市政を身近に感じてい

ただくため、親子・個人を対象にした市

政見学会を実施します。

○親子市政見学会

①7月25日(木)②8月22日(木)、各午前9時

10分～午後3時50 分　コース市民会館2

階ロビー(集合)～プラネタリム～消防訓

練センター～和名ケ谷クリーンセンター

昼食および見学)～ユーカリ交通公園～

市役所(解散) 対象小学生とその保護者

定員①23人②32人(先着順)　 持ち物昼

食( 食堂等はありません)　 費用無料

◎個人市政見学会

８月８日(木)午前９時～午後３時３０分

コース市役所正面玄関(集合)～健康増進

センター～21世紀の森と広場～和名ケ谷

クリーンセンター(昼食および見学) ～消

防訓練センター～市役所(解散) 定員先

着32人　持ち物昼食( 食堂等はありませ

ん) 費用無料

匣電話で広報課へ

新しい出会いと発見をあなたに！

女性国内派遣研修参加者募集

全国から集まる女性グループと交流し

て身近な女性問題を語り合い、ネットワ

ークを広げて地域の活動に生かしてくだ

さい。

対象市内の女性グループに所属し、そ

の会の代表として参加することができる

満20歳以上60 歳未満（4月１日現在）の人

期間９月25日(水）～27日(金)（２泊３日）

内容国立婦人教育会館（埼玉県比企郡嵐

山町）主催の女性の国内交流集会「とも

に語り、ともに創る一共生のためのネッ

トワーキング」に参加し、研修と交流を

行う　定員５人　費用無料　募集要項の

配布７月15日（月卜19日(金)

［圜女性センターゆうまつどS64-8778

番

７月５日 号 情 報 チ ャ ン ネ ル で 掲 載 し た

Fグラ ウ ン ド ・ゴ ル フ 教 室 」 は7 月21 日（日）

から14 日面 午 前9 時 に変 更 にな り ま した。

崑 体 育 指導 委 員 ・木下S45-3429 番

新松戸支所版

●小金支所

●馬橋支所

●新松戸支所

小金2(ピコティ西館3階)

41-5101番

馬橋2515-1　45-2131 番

新松戸3-27　43-5111 番

サ
ー
ク
ル

※
都
合
に
よ
り
会
場
等
は
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。



常磐平・小金原・
ち

び
っ
こ
剣
士
を

指
導
し
て
3
1年

（
常
盤
平
）

「
メ

ン

ー
」
「
ド
ウ

ー・
」
「
コ

テ

ー
」

夏

の
暑

さ
を

吹

き
飛

ば

す
よ

う

な
ち

び
っ
こ
剣
士
の
大
き
く
里
高
い
声
。

そ

ん
な
元

気

な
子

供

た

ち
を

三
十

一

年
間

も

指
導

し

続
け

て

い
る
人

が
常

盤
平

に

い
ま

す

。
久

我

安
幸

さ

ん

、

七
十

二

才

。
剣

道
歴

五

十
年

、
人

生

の
大

半

を
剣

道

と
と

も

に
生

き

て

き

た

剣
道

家

で
す

。

常
盤
平

地

区

は

、
団

地

の
入

居

の

始

ま

っ
た

昭
和
3
6
年
頃

か

ら
人

口

が

急

増
し

ま

し
た

。
核
家

族

化

か
進

み
、

街
ぐ

る
み

で

の
青

少
年

の
健
全

育

成

が
叫

ば

れ
始

め
た

た

め
、

常

盤
平

地

区

の
有

志

に

よ
り

、
子

供

た

ち

の
非

行

防
止

の

一
助

に

な

れ

ば
と

「
常

盤
剣道を指導する久我さ ん

常盤平3-30　87-2131 番

小 金原6-6-2 44-4151 番

六高台3-71　85-0113 番

●常盤平支所

●小金原支所

●六実支所

平
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」

が
っ
く

ら
れ
ま
し

た
。
当
時
警
察
官
で
あ

っ

た
久
我
さ
ん
は
、
持
ち
前
の
責
任
感

の
強
さ
と
剣
道
に
対
す
る
熱
意
か
ら

そ
の
指
導
を
任
さ
れ
、
「
日
の
出
幼

稚
園
体
育
館
」
で
剣
道
の
指
導
を
続

け
て
い
ま
す
。

今
ま
で
に
教
え
た
剣
士
は
千
人
を

超
え

ま
す
。
昭
和
4
0年
代
に
は
一
度

に
百
人
以
上
の
子
ど
も
た
ち
を
指
導

し
て
い
た
と

い
い
ま
す
。
当
時
を
振

り
返
っ
て
「
日
常
の
職
務
、
自
分
自

身
の
剣
道
技
術
の
錬
磨
に
加
え
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
指
導
と
忙
し
い
日
々

の
連
続
で
し
た
。
し
か
し
、
子
ど
も

た
ち
が
道
場
で
私
の
指
導
を
受
け
る

の
を
待
っ
て

い
る
と
思
う

と
、
ど
ん

な
に
仕
事
が
忙
し
く
て
も
稽
古
に
行

か
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
で
し

た
。
現
在
も
丈
夫
な
体
を
維
持
し
て

い
る
の
は
子

ど
も
た
ち

の

お
か
げ

で
す
」
と
話

す
久
我
さ
ん
で
す
が
、

昔
の
よ
う
に
じ
か
に
指

導
す
る
こ
と

が
少
な
く
な
り
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
寂
し

そ
う
で
し
た

現
在

の

生

徒
は

三

十
人

ほ

ど

。

毎

週
土

・
日

曜
日
に

け

い
こ

が
あ

り
ま
す
。
「
剣
道
人
口

が
減

っ
て
き

て

い
る
の

が
気
掛

か
り
だ

」
と
話

す

姿
に
、
剣

道
に
対

す

る
情
熱

が

ま
だ
ま
だ
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

亘
久
我

容
8
5・
8
6
5
8

番

ふ

る

さ

と

「
小

金

原

」

を

め
ざ
し
夏
ま
つ
り
を
開
催

小
金
原
団
地
自
治
会
（
小
金
原
）

７
月
2
7
日
山
・
2
8
日
(
日
)
の
二
日
間

に

わ
た

っ

て
第

十
三

回
小

金

原
団

地

合
同

夏

ま

っ
り

が
行

わ
れ

ま
す

。
小

金

原
中

央
公

園

を

メ

ー
ン
会

場

に

、

楽

し

い
催

し

が
盛

り

だ
く

さ

ん
。
子

ど

も
た

ち

か
ら

小

金
原

を

将
来

「
ふ

る

さ
と

」

と
呼

ん
で

も
ら
え

る
よ

う

さ

ま
ざ

ま

な

趣
向

が

凝
ら

さ

れ
て

お

り

、
手

づ
く
り

を

意

識
し

た
ま

っ

り

に

な

っ
て

い
ま

す

。

地
域
の
人
た
ち
に
よ
り
夜
店
も
出

さ
れ

、
コ

ン

ク

ー
ル

に
出

展

さ

れ
た

灯

籠

は
、
当

日
会

場

に
飾

ら

れ
ま

す

。

ま

た

、
子

ど

も

が
二

十
人

ぐ

ら

い
乗

る
こ

と

の
で

き

る
ミ

ニ
Ｓ

Ｌ

も
手

作

地
域
に
育
て
ら
れ
た

郷
土
芸
能

六
実
太
鼓
の
会
（
六
実
）

毎
週
木
曜
日
の
夕
暮
れ
時
に
六
実

の
高
翦
神
社
で
和
太
鼓
の
音
が
聞
こ

え

て
き
ま
す
。
練
習
に
励
む
子
ど
も

た
ち
は
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
総

勢
二
十
八
人
、
六
実
太
鼓
の
会
の
メ

ン
バ
ー
で
す

。
会
は
昭
和
5
6年
に
発

足
、
６
月
に
は
卜
五
周
年
の
発
表
会

を
行
な

い
ま
し
た
。
太
鼓
の
演
奏
は

地
元
で
も
評
判
で
、
鏡
開
き
や
桜
祭

り
、
盆
踊
り
、
運
動
会
、

ク
リ
ン
ク

ル
ま
つ
り
な
ど
地
域
の
行
事
に
は
欠

か
せ
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
「
練
習
は
き
つ

ぐ
苦
し

い
こ
と
が
多
い
け
れ
ど
、
太

鼓
を
打
ち
終
わ
っ
て
拍
手
を
も
ら
っ

た
と
き
の
充
実
感
を
励
み
に
頑
張

っ

て

い
る
」
と
囗
を
そ
ろ
え
ま
す
。

会
長
の
小
金
谷
武
男
さ
ん
は
発
足

の
き

っ
か
け
に
つ
い
て
、『
地
域
に
根

ざ
し
た

郷
土
芸

能

が
な

か
っ
た

の

で
、
な
ん
と
か
郷
土
芸
能
を
育
て
ら

れ
な

い
も
の
か
と
当
時
み
ん
な
で
話

し
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
町

小金原団地自治会

ぽれ若 松 会 に よ る 江 戸 芸 か つ

り

だ

と

か
。
ど
じ

ょ
う

つ
か
み

大

会

、

ミ

ニ
動
物

園

も
子

ど

も
た

ち

に
人

気

で

す

。
盆

踊

り
で

は

、
恒

例

の
小

金

原
音
頭
も
披
露
さ
れ
ま
す
。

子

ど

も
た

ち

に

は
待
ち

遠

し

い
夏

ま
つ
り

で
す
。

亘

小

金
原

団
地

合
同

夏

ま

つ
り

実
行

委
員

会

・
石

原

登
4
2・
1
6
6
8

番六実市民センターで行われた15周年発表会

会
集
会
所
に
和
太
鼓
が
あ
る
こ
と
を

知
り
、
軽
い
気
持
ち
で
始
め
た
」
と

い
い
ま
す
。

六
実
太
鼓
は
地
域
の
人
々
の
温
か

な
励
ま
し
に
育
て
ら
れ
今
日
に
至

っ

て
い
ま
す

。
「
こ
こ
ま
で
育
て
て
く

れ
た
地
域
の
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
も
精

力
的
に
活
動
し
て
い
き
た
い
。
そ
し

て
地
域
の
活
性
化
に
少
し
で
も
役
に

立
て

ば
」
と
今
後
の
抱
負
も
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
六
実
太
鼓
を
見
か
け

た
ら
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま

す
。

圓
六
実
太
鼓
の
会

・
小

金
谷

昔
8
7・

0
0
3
1
番

催
　
し
　

物
会場常盤平老人福祉センター　費用無料

鶩常盤平老人福祉センターS86 ―0201 番

小
金
原
八
丁
目
町
会
盆
踊
り

７
月
2
7日
出
・
2
8日
肝
午
後
６

時
か
ら
　
会
場
貝
の
花
小
学
校
校

庭亘
小
金
原
八
丁
口
町
会
・
大
沢
容

4
2・
ｏ
Ｑ
り
Ｉ
り／】番

サ
　

ー
　

ク
　

ル

※
都
合
に
よ
り
会
場
等
は
変
更

に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

六

実

詩

吟

サ

ー

ク

ル

毎

月
第

∵

第

三

水
曜

日

午
後

１

時
～

３
時
　

会
場

六
実

市

民

セ
ン

タ

ー
　
費
用
月
二
千
円
（
入
会
金
な
し
）

圃
ハ
ガ
キ
で
、
〒
2
7
0
松
戸
市
六
高
台

七

の
ヨ

○
忍

谷
百

合
子

（

公
8
5
・
5

2
6
3

番

）

へ

常

盤

平

詩

吟

サ

ー

ク

ル

毎

月
第

二

・
第
四

土

曜
日

午

後
１

時
～

３

時

会
場

常

盤
平

市

民

セ
ン

タ

ー
　

費

用

月
二

千
円

（
入

会
金

な

し
）

兩
ハ
ガ
キ
で
、
〒
謳
松
戸
市
常
盤
平

六

の
八

の

七
土

屋

信
子
(

≪
8
7
・
7

4
6
5

番

）
　へ

外
国
人
の
孑
ど
も
の
た
め
の
勉
強
会

毎
月
第
二
丁
第
四
土
曜
日
午
前
1
0

時
～

正

午
　

会

場

常
盤

平
巾

民

セ

ン

タ

ー
会

議

室
　

対

象
外

国

籍

の
人

ま

た

は
帰

国
子

女
　

費
用

無

料

夏

海

老

名

昔
4
5・
2
0
5
1

番

小金原老人福祉センタークラブ会員

を募集

対象市内在住の60歳以上の人　費用無

料

森のスタジオ見学会

クラブ名|募集人員  活動日　　時間

森のホール21

には、森のスタ

ジオという本格

的な映像・録音

スタジオがあり

ます。この森の

匣７月16日(火)午前10時から、直接また

は電話で小金原老人福祉センター（昔

44-8270 番〔日・月曜日を除くＤ へ

スタジオの見学会を行いますので、ぜひ

ご参加ください。

7月24日(水)午後2時～4時　会場森のホ

ール21 森のスタジオ　内容森のスタジ

オ･映像スタジオ･録音調整室･音楽練習

室・リハーサル室などの見学　費用無料

匣７月23日脚までに、電話で森のホール

21084-5050 番へ

曜1 回)､午前10 時 ～午 後3 時　会 場生命 の

森学 園(茂 原市 真名1801 の1)

匣8月10日(土)までに、電話またはファク

スで 生命 の森学 園S0475-35-5611 番、

M475-35 ―5614 番 へ

※各講 座とも定員 は成人女 性50 人(希望 多

数 の 場 合 は 抽 選) 受 講 料 は 無 料

(教 材費等 一部負 担あり)

教育委員会会議を開催

７月25日(木)午後3時から　会場教育委

員会5階会議室

※議題はお問い合わせください

鵄教育委員会企画調整室tS66―7455番

自 分 で せ っ けん を作 ろ う

7月23 日(火)午 後1 時30 分 ～3時30 分

会 場市民 会館　 内容 廃油利 用の せっけ ん

作 り　持 ち物 エプロ ン・軍 手類 ・空 き牛

乳パッ ク1本　 定 員先着30 人　費 用無料

『 電 話で松戸 市消 費者 の会・丸 山昔62 －

3408 番 へ

｢21 世 紀 の 森 と 広 場｣ の 開 園 時 間 が 臨

時 的 に変 わり ま す

7月21日(日)～8月20日脚の間。開園時間

が午 前8 時～午 後6 時30 分に変 わり ます(8

月21 日～10 月31 日の間 は、午 前９時～ 午

後 ５時)。

※パ ークセン タ ー・ 自然観 察舎 の開館 時

間の変 更 は

務所O45-8900 番

レ デ ィ ース ア カ デ ミ ー講 座

○ 自然 活動ボ ラン ティア コー ス＝9 月７日

～11 月16 日の毎 週土 曜 日､ 午 後1 時～4 時

会場 順天 堂大学 さく らキ ャン パス（印 旛

郡印 旛村平賀 学 園台1 の1 ）

圃8月17日(土)〔必着〕までに､往復ハガキ

に住所･ 氏名･年 齢･ 電話 番号 を記入 し て、

〒270-16 印 旛郡印 旛村平賀 学 園台1 の １

順 天堂 大学 さく らキ ャン パス教 務課

0476-98-1001 番 ） へ

○介 護ボ ラン ティア コー ス＝ ９月５日～

11 月28 日の毎 週 １回（水 ・木曜 日）、午 前

10 時～午 後 ４時　会 場東邦 大学佐 倉看 護

専 門学 校 （佐 倉市下 志津292 の13 ）

※希望 により ホ ームヘル パー3 級取得可

惠7月31日(水)〔必着〕までに、往復ハガ

キ に住 所・氏名 ・年 齢・電 話 番 号･ 介 護

ボ ラン ティ ア 経 験 の有 無 を記 入 して 〒

285 佐 倉市 下志 津292 の13 東邦 大 学佐 倉

看 護専 門学 校 レ デ ィ ー ス ア カデ ミ ー係

(B043 ―462-8811 番） へ

○健康 ア ドバイザ ーコ ース＝８ 月25 日～

10 月６日の毎週1［亘］（日曜6 回･木 曜2 回･ 金

六実支所版

ありません

(閉館時間

は午後6時)。

淵21 世紀の森

と広場管理事

常
盤
平
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
映

画
会

日　時　｜　　 内　　　容

「ふるさ と」（湖 底に沈む村の

物語）長門裕之 ・加藤嘉 ・樫

山文枝出演

「お 嬢吉三」（ひばリ十八番）

美空ひばり ・若山富三郎出演

午 前

10時

午 後

1時

30分

7/18
(木

)

民 謡

詩 吟

日 舞･ 新 舞 踊

茶 道

編み物

各10 人

5 人

3 人

第1 ～ 第3

水 曜 日

第1 ～ 第4

木 曜 日

第1
～

第4

土 曜 日

第1 ～ 第4

木 曜 日

第1 ～ 第3

土 曜 日

午後1時～

3時

午前10時

～正午



地

元

で

育

て

た

蛍

が

湧

水

池

に

乱

舞

秋
山
団

地
自
治
会
（
東
部
）

が
あ
り
ま
す

。
か
つ
て
は
こ
の
地

に
も
蛍
が
自
生
し

て
い
ま
し

た
が
、

都
市
化
と
と
も
に
姿
を
消
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

地
元

の
秋
山
団
地
自
治
会

で
は
、

こ

の
湧
水

に
蛍
を
呼

び
戻

そ
う
と
、

七
年
ほ
ど
前
か
ら
蛍
の
飼
育
と
放
流

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
高

橋
徳
助

さ
ん
を

中
心

に
、
松
本

幸
子

さ
ん
、
油

布
文

雄

さ
ん

、

山

口

義

夫

さ

ん
、
澤
田
弘
子

さ
ん
、
大
貫
博

●本庁(市役所地域振興課・広報課

●矢切支所

●東部支所

さ
ん
の
六
人
が
、
ゲ
ン

ジ
ボ
タ
ル
四

亘

ニ
ト
匹
と
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
四
千
六

百
匹
余
り
を
放
流
し
ま
し
た
。

高
橋
さ

ん
た

ち
は
、
「
蛍
の
復
活

に
取
り
組
ん
で
み
て
、
一
度

破
壊
さ
れ
た
自
然
環
境
を
元

に
戻
す
こ
と
は
大
変
だ
と
い

う
こ

と
を
痛
感
し

ま
し

た
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
限

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
無
理
を

せ
ず
に
自
分
た
ち
も
楽
し
み

な

が
ら
、
地
域
の
人
た
ち
の

ご
理
解
と
ご
協
力

を
得

て
、

地
域
の
ふ
れ
あ
い
と
自
然
を

守

っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
た

ら
」
と

語

っ
て

い
ま

す
。

一
　

例

年

５

月

末

か

ら

一

６

月

に

か

け

て

見

ら

れ

る

ゲ

ン

ジ

ボ

タ

ル

も

、
今

年

は
気
温

が
低

か
っ
た
た
め
に
遅
れ
気
味
。
そ
の
た

め
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
も
７
月
中
旬
ま
で

楽
し

め
そ
う
と
の
こ
と
。
皆
さ
ん
も

蛍
の
涼
し
げ
な
輝
き
を
ご
覧
に
な
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

顯
秋

山
団
地
自
治
会
・
譏
永

昔
9
1
。

4
4
6
7
番

蛍 の幼虫の世 話を する

松本さ んと油布さん。「水

の中 でキラキラ 光りなが

ら動いているのを 見ると、

生命 の不思議と神 秘を 感

じます」

遊

び

に

お

い

で

よ

ひ

ま

わ

り

文

庫

竹
ケ

花
ひ

ま

わ
り

子
供

会
（
本

庁

）

竹

ヶ

花

ひ
ま

わ

り

子

供

会

で

は

、

毎
月
第
一
・
三
火
曜
日
の
午
後
３
時

3
0分

か

ら
一

時

間
、

竹

ヶ
花

自

治
会

館

の
一
角

を

利
用

し

て

「
ひ

ま

わ
り

文

庫

」

を
開

い
て

い
ま

す
。

地

域

の
子

ど

も
た

ち

へ

の
本

の
貸

し
出

し

や

、
く

つ

ろ

ぎ
な

が
ら

本

を

読

め

る
ス

ペ

ー・
ス
と

し

て

開
放

さ

れ

子

ど
も

た
ち

に

大
人

気

。
今

年

で

卜今日は何の本にしようかな？

い

つ

ま

で

も

若

々

し

く

「
矢

切

の

集

い

」

老
人
ク
ラ
ブ
矢
切
支
部

（
矢
切
）

昨年 の｢矢切の集い｣から

「
矢

切

の
集

い
」
は
、
地

元

の

十

六

の
老

人

ク

ラ
ブ

か
ら

毎
年

三

百
人

以

上

の
お
年

寄

り

が
参

加
し

、

自
慢

の

芸
を

披

露
す

る
手

作

り

の
演

芸
大

会

で

す

。

十
三

回
目

と

な

る
今

年

は

、

７

月
9
1一
日

の
午

前
1
0
時

か
ら

矢

切
公

民

館

で

開
催

さ

れ

、

の
ど
自

慢

・
踊

り

・
カ

ラ

オ
ケ

な

ど
約
五

十

の

演
目

が
予

定

さ

れ
て

い
ま

す

。

観

覧

の
人

も

大
歓

迎

で

す
の

で

、

ぜ
ひ

ご
来
場

く

だ

さ

い
。

岡
松

戸
市

老

人

ク
ラ

ブ
連

合

会
矢

切

支
部

・
宮

本

登
6
3
・
2
8
1
2

番

大

橋

詩

吟

サ

ー

ク

ル

毎

月

第

∵

第

三

土

曜

日

午

前

９

時
～
1
1
時
　
会
場
二
十
世
紀
ケ
丘
市

民

セ

ン

タ

ー
　

費

用

月

二

千

円

（
入

会

金

な

し

）

圃
ハ
ガ
キ
で
、
〒
2
7
1
松
戸
市
大
橋
四

五

八

の

三

四

登

玉

國

晃

（

昔
6
8
・
1

8
0
4

番

）

へ

矢

切

剣

友

会

毎

週

日

曜

日

午

後

５

時

か

ら

、

火

・
金

曜

日

午

後

６

時
3
0
分

か

ら
　

会

場

矢

切

小

学

校

体

育

館
　

対

象

小

学

生

以

上
　

費

用

月

二

千

円

（
入

会

金

な

し

）

圖

矢

部

登
6
2
・
0
4
5
9

番

わ

す

れ

な

草

の

会
（
ヨ

ガ

・
気

功

・

指

圧

）

毎

週

月

曜

日

午

前
1
0
時

～

正

午

会

場

明

市

民

セ

ン

タ

ー
　

費

用

月

三

千

五

百

円
（
入

会

金

千

円

）

豐

飯

田

容
8
4
・
7
2
1
2

番

さ

つ

き

会
（
社

交

ダ

ン

ス

）

毎

週

月

曜

日

午

後

７

時

～

９

時

会

場

勤

労

会

館

対

象

中

級

者

三

年

程

度

の

経

験

者

）
　

費

用

月

三

千

円
（
入

会

金

千

円

）

岡

宮

山

昔
6
1
・
0
3
6
7

番

催
　
し
　

物

社

交
ダ
ン

ス
ミ

ニ
パ

ー
テ
イ

７
月
2
8
日
(
日
)
午
後
２
時
～
５
時

会
場
勤
労
会
館
　
費
用
五
百
円

題
フ
リ
ー
ジ
ア
会

・
小
河

公
6
4・
8

1
5
0
番

松
戸
手

を
つ
な
ぐ

親
の
会
チ

ャ
リ

テ
ィ
映

画
会

７
月
2
7
日
(
土
)
①
午
前
1
0
時
か
ら
②

正
午
か
ら
③
午
後
２
時
か
ら
④
午
後

４
時
か
ら
、
各
一
時
間
三
十
分
　
会

場
市

民
会
館
　

費

用
前

売
券

八
百

円
、
当
日
券
千
円
（
四
歳
以
卜
）
　内

容
宮
沢
賢
治
生
誕
百
年
記
念
長
編
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画

「
賢
治
の
ト
ラ

ン

ク
」

跂
ア
ー
ト
ボ
ッ
ク
ス
作
業
所
内

・
親

の
会
事
務
局
昔
8
3・
1
3
3
2
番
（
午

前
1
0時
～
午
後
３
時
）

松

戸
親
と
子
の

良

い
映
画
を
見

る

会

上
映
会

「
５

等
に
な

り
た

い
」

７
月
2
3
日
(
火
)
①
午
前
1
0
時
か
ら
②

午
後
１
時
か
ら
③
午
後
３
時
か
ら
④

午
後
６
時
3
0分
か
ら
、
各
一
時
間
十

五
分

会
場
市
民
会
館
 

費
用
前
売

券
七
百
円
、
当
日
券
九
百
円

（
四
歳

以
上
）
　
内
容
足

が
不
自
由
な
こ
と

に
も
負
け
ず
に
生
き
る
子

ど
も
の
姿

を
描

い
た
ア
ニ
メ
Ｊ

ン
ヨ
ン
で
、
い

じ
め
に
遭
い
な
が
ら
も
ク
ラ
ス
の
み

ん
な
で
克
服
し
て
い
く
感
動
的
な
映

画圃
奥
田
（
教
育
会
館
内
）
登
6
2・
3
7

3
8
番

中
国
伝

統

太
極

拳
・
気
功
体

験
講

習
会７

月
2
2
日
(
月
)
・
2
9
日
(
月
)
、
各
午
前

９
時
3
0分
～
1
1時
3
0分
　
会
場
女
性

セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
っ
ど
　
費
用
各
回

二
千
円

圖
斉
藤
公
8
5・
2
8
7
8

番

音
楽
の

広
場

７
月
1
6
日
(
火
)
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
3
0分
　
会
場
市
民
劇
場
　
費
用
テ

キ
ス
ト
代
二
千
七
百
円
（
初
回
の
み
）

圖
矢
切
公
民
館
公
6
8
・
1
2
1
4
番

ビ デ オ編 集 講 座

① 初 級 ＝ ７月 １８日

(木)・19日(金)②中級＝7

月19日(金)､･20日(祝)　時

間 ① 午 前の 部＝ 午 前10

時 ～ 正 午 、 午後 の部 ＝

東葛中部地区連合水防団水防演習

出水期を迎え水防に万全を期すため、

松戸市・流山市の両市で構成する東葛中

部地区連合水防団主催による水防演習を

行ないます。

7月20日冊午前8時30 分から　会場古

財松戸市福祉公社非常勤職員を募集　　 親子カヌー１日教室

親
子
で
楽
し
い

午後1時30 分～３時30 分②午後1時30 分

～4時30 分　定員①各日先着6人②各日

先着1人　会場森のホール21情報センタ

ー　内容自分で撮影したビデオにタイト

ル・音楽などを入れ、オリジナル作品を

作る　持ち物自分で撮影したビデオテー

プと新しいビデオテープ　費用無料

圉7月17日(水)までに、電話で森のホール

21情報センター084-5050 番へ

地先江戸川河川敷　演習項目竹尖

杭拵え・土のう作り・表むしろ張

五徳縫い・積土のう・月の輪ほか

ケ崎

げ・

り・

園児と一緒に遊びませんか

毎月第2週の火曜日～金曜日、午前９

時30 分～11 時30分　対象乳幼児を持つ

保護者　内容園児と一緒に一日保育の体

験

践松戸ひばり保育園(西馬橋11の28の16)

容46-0336 番

靉河川課

市立東松戸病院眼科検査が予約制に

夏休み期間中、幼児(３歳以上)・小中

学生･高校生の視力･屈折異常(遠視・近

視・乱視)等の検査は予約制になります。

予約受付日時7月16日～(火)8月23日(金)

の午後2時～4時(土・

日・祝日は除く。定

員になり次第締め切

ります)

匣市立東松戸病院眼

科外来登91  -5500

(内線3115) 番へ

日
を

対 象介 護福祉 士 または ホ ームヘル パー

養 成研修 講座1 ～3 級課 程修了 者（市内 の

医療 ・福 祉施 設に勤 務し ている 人はご 遠

慮 く ださい）　 職種 ホ ームヘル パ ー　採

用人 員 若干 名　 説明 会7 月21 日（日）午前10

時 か ら市 総合福 祉会 館で

問 抛松戸 市福 祉公社S68-2941 番

①7月27日(土)午後１時30分～３時30分

②28 日(日)午 前10 時～正 午 の うち1 日　会

場江戸 川( 三 郷 有料 橋下) 対 象 親子( 小

学校4 年生以 上)で 参加で き、多 少泳 げる

人　定 員 各日先 着10 組　費 用 親1人3,000

円、子１人2,000円(昼食・保険料含む)

匣7 月22 日(月)〔必着〕まで に、 ハガキ また

はフ ァ クスで 希望 日･ 住所･ 氏 名･ 年齢･

電 話 番号 を 記入 して 、〒270 松戸 市小 金

原 ３の18 の22 の303 松 戸市 カヌ ー協会 ・

岡 田威 夫( 登 ・M42 ―9439 番) へ

道 路は 正しく 美 しく 使 い まし ょう

通行の妨げとなる 「商品」や「看板」

などは置かないよう にし まし ょう 。

厘道路維持課

野 菊 野 保育 園 保母 体 験 サマ ース ク ール

7月23日(火)～29日(月)(日曜日を除く)の

午 前 ９時30 分 か ら　 対 象 市 内 の 高 校 生

定 員若 干 名　 内 容保 育 園 での 保 母 体 験

費 用無料　　　　　　　　　　　　 ‘

畄7 月15 日(月)・16 日(火)に、電 話 で野菊 野

保 育 園065-8385 番へ

講演会｢介護保険はどのようになるか｣

7月19日(金)午後２時～４時　会場女性

センターゆうまつど　講師法政大学助教

授・伊藤周平氏　費用無料

固松戸市の福祉を考える会・斎藤S66-

8509番

本庁・矢切・

東部支所版

根 本387-5　　　66-1111 番

三 矢 小 台3-10-5 62-3181 番

高 塚 新 田363-4 92-3061 番

私
立
聖
徳
大
学
付
属
高
校
の

そ
ば
の
斜
面
に
小
さ
な
湧
水
池

三
年
目
を
迎
え

て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
応
援
や
本
の
寄

付
も
あ
っ
て
、
今
で
は
蔵
書
が
千
五

百
冊
を
超
え
、
ち
ょ

っ
と
し
た
児
童

図
書
館
に
も
負
け
な

い
の
が
自
慢
で

す
。
と
き
に
は
、
ひ
ま
わ
り
文
庫
０

Ｂ

（
ひ
ま
わ
り

お
話
し

の
会
）
に
よ

る
お
話
し
会
や
人
形
劇
、
紙
芝
居
も

あ
り
、
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、
地

域
ぐ

る
み
で
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ

あ
い
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。

子
供
会
で
は
、「
楽
し
い
催
し
も
あ

る
の
で
、
お
友
達
と
一
緒
に
遊
び
に

来
て
ね
」
と
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

※
ひ
ま
わ
り

お
話
し

の
会
で
は
、
出

張
公
演
も
行

っ
て
い
ま
す
。

圖
崎
野

昔
8
6・
2
8
3
8

番

サ
　
ー
　
ク
　
ル

※
都
合
に
よ
り
会
場
等
は
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

苦労して育てた蛍が中を舞うのを眺め

る秋山団地自治会の皆さん。「狭い場所な

ので、蛍をご覧になる方は事故に遭わな

いよう車に気を付けてほしいですね」
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